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む す び 窪9
人的自由であつたとしても、理想的、客観的、普遍的自由が彼
の目標であつたのである。この自由理念の下に、法は自由の法
則として把捉されたのである。自由と法とは、フィヒプに於
て、封立概念ではない。普遍的自由の形而上學的根篠なくして
法は妥當性を有しない。しかし、また、法なくしては自由の現
實はないのである。法と自由とは相互に條件關係にある。い
な、國一縄封者の普遍的行の爾面である、と云ふのがフィヒテ
の考へである。そして、これが、やがてまた、ヘーゲノレの、思想
の中に於て更に登展されたのである。
　垂　自由は個人の特性または能性として把捉さるべきもので
はなく、普遍的理念として、理性法則として、從て、理想的、
道義的課題として杷提さるべきものなることをフィヒテが主張
したのである。そして、法概念をかかる自由理念に某づけるこ
とによつて、自由の法則として把捉したのである。かくして、
自然的、個人的自由観念に塞づける自然法が自由法則としての
理性法へ轄換されたのである0
　5　これらのことを明かにすることを、今日に於ても、必ず
Lも無意義ではないと考へて、私は本稿を試みブ～のである。
　　　　　　一 一昭和十四年三月十三日孝、留一一一
